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B お使いになる前に

主な特長
付属のソフトウェアProjector Station 
for Presentation で作成されたプレゼン
テーション資料や、デジタルカメラで
撮影した画像を“メモリースティック”
に保存しておくとコンピューターなし
で手軽にプレゼンテーションを行うこ
とができます。

プレゼンテーションビューワー

Microsoft PowerPoint など Projector 
Station for Presentation で作成された
プレゼンテーション資料でスライド
ショーを行うことができます。

ピクチャービューワー

デジタルカメラなどで撮影したDCF1)

準拠の JPEG形式の静止画やMPEG 
MOVIE などソニー製品にて記録した
MPEG1 形式の動画ファイルを表示し
たり、スライドショーを行うことがで
きます。スライドの現われかたや、画
面切り換えの手動／自動を設定するこ
ともできます。

本機では、ソニー製品にて記録された
以下のMPEG1 形式のファイルを再生
することができます。
MPEG MOVIE、MPEG MOVIE AD、
MPEG MOVIE EX、MPEG MOVIE 
HQ、MPEG MOVIE HQX、MPEG 
MOVIE CV、VAIO Giga pocket の
MPEG1（ビデオ CD相当）

1) DCF：Design rules for Camera Film 
systems

デジタルカメラモード

DCF準拠のデジタルカメラで撮った
JPEG、MPEG1 形式の画像ファイルだ
けを表示することができます。

オートラン

あらかじめProjector Station for 
Presentation や Memory Stick ホーム
上でオートラン設定した画像ファイル
を保存した“メモリースティック”を
入れるだけで自動的に入力が“メモ
リースティック”に切り換わり、スラ
イドショーを始めることができます。

スタートアップ

プロジェクターの電源を入れたとき、
選んでおいた画像ファイルを約 30 秒間
投影することができますので、プロ
ジェクターに入力信号が無くても
フォーカスやズームの調整が可能です。
スタートアップ画像として、プロジェ
クターにあらかじめ登録してあるオリ
ジナル画像または、“メモリースティッ
ク”内の任意の画像ファイルを設定す
ることができます。
3主な特長
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使用上のご注意
･ データの損失を防ぐため、データは
頻繁にバックアップを取るようにし
てください。万一、データが損失し
た場合、当社は一切その責任を負い
かねます。
･ お客様が記録したものは、個人とし
て楽しむなどのほかは、著作権法上、
権利者に無断で使用できません。
･ 本機のソフトウェアの仕様は、改良
のため予告なく変更することがあり
ますが、ご了承ください。

このマニュアルにつ
いて
このマニュアルは、“メモリースティッ
ク”に保存されたファイルを使ってス
ライドを見るための操作について説明
しています。

◆プレゼンテーション資料の作成について
詳しくは、付属の Projector Station for 
Presentation のヘルプ（CD-ROM）をご
覧ください。

◆プロジェクターの通常の操作については、
別冊の取扱説明書をご覧ください。
使用上のご注意 / このマニュアルについて
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“メモリースティック”
について

“メモリースティック”とは？

“メモリースティック”は、小さくて大
容量の IC記録メディアです。
“メモリースティック”対応機器間で
データをやりとりするのにお使いいた
だけるだけでなく、着脱可能な外部記
録メディアの１つとしてデータの保存
にもお使いいただけます。
“メモリースティック”には、標準サイ
ズと小型サイズの“メモリースティッ
ク デュオ”があります。“メモリース
ティック デュオ”をメモリースティッ
ク デュオ アダプターに入れると、標準
サイズの“メモリースティック”と同
じサイズになり、標準サイズの“メモ
リースティック”対応機器でもお使い
いただけます。
さらに大容量のデータを扱える“メモ
リースティックPRO”、“メモリース
ティックPRO デュオ”も用意されてい
ます。

“メモリースティック”の種類

“メモリースティック”には、用途に応
じて以下の 6種類があります。
･“メモリースティック PRO”
“メモリースティック PRO”対応機器
でのみお使いいただける、著作権保
護技術（“マジックゲート”）を搭載
した“メモリースティック”です。
･“メモリースティック”
著作権保護技術（“マジックゲート”）
が必要なデータ以外の、あらゆる

データを記録できる“メモリース
ティック”です。
･“メモリースティック”（“マジック
ゲート”／高速データ転送対応）
著作権保護技術（“マジックゲート”）
を搭載し、高速データ転送に対応し
た“メモリースティック”です。“メ
モリースティック”対応商品、“マ
ジックゲート メモリースティック”
対応商品および“メモリースティッ
ク PRO”対応商品でご使用いただけ
ます *。本機は、この“メモリース
ティック”の高速データ転送に対応
していません。
* すべての対応商品における動作を保証
するものではありません。（一部使用
できない対応商品がございます。）

･“マジックゲート メモリースティッ
ク”
著作権保護技術（“マジックゲート”）
を搭載した“メモリースティック”
です。
･“メモリースティック -ROM”
あらかじめデータが記録されている、
読み出し専用の“メモリースティッ
ク”です。データの記録や消去はで
きません。
･“メモリースティック”（メモリーセ
レクト機能付）
内部に複数のメモリー（128MB）を
搭載している“メモリースティック”
です。
本体裏面のメモリーセレクトスイッ
チにより、用途に応じてご使用にな
るメモリーを選択できます。各メモ
リーを同時に、また連続で使用する
ことはできません。
5“メモリースティック”について
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本機で使用可能な“メモリース
ティック”

“メモリースティック”メディア対応表

*1“マジックゲート”機能が必要なデータ
の記録／再生はできません。

*2パラレルインターフェースを利用した
高速データ転送に対応しておりませ
ん。

*3本機では 1GB までのソニー製“メモ
リースティック PRO”で動作確認して
おります。1GB を超える容量のソニー
製“メモリースティック PRO”につき
ましては動作を保証しておりません。
また、2GB を超える“メモリース
ティック PRO”には対応しておりませ
ん。

･ 他社製“メモリースティック”、“メ
モリースティック PRO”につきまし
ては動作を保証しておりません。

･ 動作を保証していない“メモリース
ティック”または“メモリース
ティック PRO”をご使用になられた
場合、不具合が発生する可能性があ
りますのでご使用はお控えください。
ご使用になった上での不具合につい
ては一切補償いたしません。
･“メモリースティック デュオ”を
VPL-CX86 にて使用する場合は、必
ず別売りのメモリースティック デュ
オ アダプターに装着した状態でご使
用ください。そのまま挿入しますと、
“メモリースティック デュオ”が取り
出せなくなる可能性があります。

“メモリースティックPRO”、“メモ
リースティック” （“マジックゲー
ト”／高速データ転送対応）につい
て

本機はパラレルインターフェースを利
用した高速データ転送に対応しており
ません。

“メモリースティック”（“マジック
ゲート”／高速データ転送対応）に
ついて

“メモリースティック”（“マジックゲー
ト”／高速データ転送対応）を使用し
た場合の転送速度は、お使いの“メモ
リースティック”対応機器により異な
ります。

“メモリースティックPRO”につい
て

“メモリースティック PRO”を使用し
た場合のデータ転送速度、および各機

記録／再生
“メモリースティック”
“メモリースティック”（メ
モリーセレクト機能付）
“メモリースティック デュ
オ”

○

“メモリースティック”（“マ
ジックゲート”／高速デー
タ転送対応）
“メモリースティック デュ
オ”（“マジックゲート”／
高速データ転送対応）

○ *1*2

“メモリースティック -
ROM”

再生のみ

“マジックゲート メモリー
スティック”
“マジックゲート メモリー
スティック デュオ”

○ *1

“メモリースティック PRO”
“メモリースティック PRO 
デュオ”

○ *1*2*3
“メモリースティック”について
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能はご使用の機器の仕様により異なり
ます。本機は、
･“マジックゲート”機能に対応してお
りません。
･ アクセスコントロール機能には対応
していないため使用できません。

“メモリースティック デュオ”／
“メモリースティックPRO デュオ”
について

VPL-CX86：
･“メモリースティック デュオ”／“メ
モリースティックPRO デュオ”を本
機でお使いの場合は、必ず“メモ
リースティック デュオ”／“メモ
リースティックPRO デュオ”をメモ
リースティック デュオ アダプターに
入れてからお使いください。
メモリースティック デュオ アダプ
ターに装着されていない状態で挿入
されますと“メモリースティック 
デュオ”／“メモリースティック
PRO デュオ”が取り出せなくなる可
能性があります。
･“メモリースティック デュオ”／“メ
モリースティックPRO デュオ”をメ
モリースティック デュオ アダプター
に入れるときは正しい挿入方向をご
確認ください。
･“メモリースティック デュオ”／“メ
モリースティックPRO デュオ”をメ
モリースティック デュオ アダプター
に装着して本機でご使用になるとき
は、正しい挿入方向をご確認の上ご
使用ください。間違ったご使用は機
器の破損の原因となりますのでご注
意ください。

･ メモリースティック デュオ アダプ
ターに“メモリースティック デュオ”
／“メモリースティック PRO デュ
オ”が装着されていない状態で、“メ
モリースティック”対応機器に挿入
しないでください。このような使い
かたをすると、機器に不具合が生じ
ることがあります。

VPL-CX76：
本機には、スタンダード／デュオ　サ
イズ対応スロットが搭載されています。
このスロット搭載の機器では、“メモ
リースティック”のサイズを自動的に
判断する機構により、メモリース
ティック デュオ アダプターなしで、標
準サイズの“メモリースティック”、小
型の“メモリースティック デュオ”の
どちらでもご使用いただけます。
･ 複数の“メモリースティック”を挿
入しないでください。機器の破損の
原因となる場合があります。
･ ご使用の際は、正しい挿入方向をご
確認のうえご使用ください。間違っ
たご使用は機器の破損の原因となり
ますのでご注意ください。
･“メモリースティック デュオ”は、小
さいお子様の手の届くところに置か
ないようにしてください。誤って飲
み込む恐れがあります。
･“メモリースティック デュオ”サイズ
の“メモリースティック”をご使用
の際は、メモリースティック デュ　
オ アダプターに装着しないでお使い
ください。
7“メモリースティック”について



8

再生できるファイルの容量について

再生できるファイルの容量は、本機の
仕様上 1ファイルにつき 2GB未満で
す。

データ読み込み／書き込みスピード
について

お使いの“メモリースティック”と機
器の組み合わせによっては、データの
読み込み／書き込み速度が異なります。

アクセスコントロール機能について

機器が持つ固有のキーを用いて“メモ
リースティック”への読み／書きを禁
止することにより、大事なデータを他
人に見られたり消去されないようにで
きる機能です。
･ 他機でアクセスコントロールがかけ
られた“メモリースティック”の
データは、本機では読み書きできま
せん。本機でデータの読み書きをす
るには、アクセスコントロールがか
けられた機器で解除してください。

メモリーセレクト機能について

･ 各メモリーを同時に、また連続で使
用することはできません。
･ 対応機器の“メモリースティック”
スロットに挿入した状態で、メモ
リーセレクトスイッチの切り換えは、
故障の原因になりますので決して行
わないでください。万一上記の操作
を行い故障した場合の保証は致しか
ねます。
･ メモリーセレクトスイッチを切り換
える際は、確実にスイッチを端まで

移動させてください。切り換えが不
充分な場合、故障、誤動作の原因と
なります。
･ 対応機器の“メモリースティック”
スロットに挿入する前に、ご使用に
なるメモリーが選択されていること
をご確認ください。
･ メモリーセレクト機能付き“メモ
リースティック”では、“メモリース
ティック”内部のメモリーを切り換
えスイッチにより選択してご使用い
ただけます。対応機器では、選択さ
れているメモリーのみを認識します
ので、下記のような場合にご注意く
ださい。
－フォーマット（初期化）処理は選
択されたメモリーのみに行われま
す。

－残容量表示は選択されたメモリー
のみの残容量です。

－エラー表示は選択されたメモリー
に対してのエラー表示です。
それぞれ選択されていないメモ
リーとは独立で扱われます。

“マジックゲート”とは？

“マジックゲート”はソニーが開発した
著作権を保護する技術の総称です。

ファイルの保存形式

Projector Station for Presentation で作
成したプレゼンテーション資料は以下
の形式で“メモリースティック”に保
存されています。
･ JPEG（Joint Photographic Experts 
Group）方式で圧縮した画像ファイル
“メモリースティック”について
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（DCF準拠）。ファイル拡張子は
「.jpg」です。
･ 画像ファイルの保存先、設定情報な
どをまとめたソニーオリジナルのソ
ニープロジェクタープレゼンテー
ションファイル（SPPファイル）。

“メモリースティック”について

･ 誤消去防止スイッチを「LOCK」にす
ると記録や編集、消去ができなくな
ります。
* 一部の“メモリースティック”（“メモ
リースティック デュオ”）には誤消去
防止スイッチが付いていません。誤消
去防止スイッチが付いていない“メモ
リースティック”をご使用の際は、
誤ってデータを編集したり、消去しな
いようご注意ください。

･“メモリースティック デュオ”／“メ
モリースティックPRO デュオ”の誤
消去防止スイッチを動かすときは、
先の細いもので動かしてください。
･ 以下の場合、データが破壊されるこ
とがあります。
－読み込み中、書き込み中に“メモ
リースティック”を取り出したり、
本機の電源を切った場合

－静電気や電気的ノイズの影響を受
ける場所で使用した場合

･ 大切なデータは、バックアップを
取っておくことをおすすめします。

･ ラベル貼り付け部には、専用ラベル以
外は貼らないでください。
･ ラベルを貼るときは、所定のラベル貼
り付け部に貼ってください。はみ出さ
ないようにご注意ください。
･“メモリースティック デュオ”／“メモ
リースティック PRO デュオ”のメモエ
リアに書きこむときは、あまり強い圧
力をかけないでください。
･ 持ち運びや保管の際は、付属の収納
ケースに入れてください。
･ 端子部には手や金属などで触れないで
ください。
･ 強い衝撃を与えたり、曲げたり、落と
したりしないでください。
･ 分解したり、改造したりしないでくだ
さい。
･ 水にぬらさないでください。
･ 以下のような場所でのご使用や保存は
避けてください。
－高温になった車の中や炎天下など気
温の高い所

－直射日光のあたる場所
－湿気の多い場所や腐食性のものがあ
る場所

“メモリースティック”のフォーマッ
トについて

“メモリースティック”は、出荷時に専
用の標準フォーマット形式でフォー
マットされています。お客様ご自身で
“メモリースティック”のフォーマット
をされる場合には、本機でフォーマッ
トされることをお奨めします。

端子

誤消去防止
ツマミ

ラベル貼り
付け部

ご注意
9“メモリースティック”について
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“メモリースティック”をパソコンで
フォーマットするときのご注意
お手持ちのパソコンなどで“メモリー
スティック”をフォーマットする場合
は、次の点にご注意ください。
パソコンでフォーマットした“メモ
リースティック”は、本機での動作を
保証いたしません。一度パソコンで
フォーマットした“メモリースティッ
ク”を、本機で使用するには、本機で
再度フォーマットする必要があります。
なお、この場合“メモリースティック”
内に記録してあるデータは全て消去さ
れますので、ご注意ください。

画像の互換性について

Projector Station for Presentation を使
用して“メモリースティック”に保存
された画像ファイルは、電子情報技術
産業協会（JEITA）にて制定された統
一規格 「Design rules for Camera File 
systems」に対応しています。
Adobe Photoshop などで JPEGに変換
されたファイルは Projector Station for 
Presentaion を使用してDCF準拠の
JPEGに再変換してください。

アクセスランプ点灯中および点滅中
は

データの読み込み、または書き込みを
行っています。このとき、コンピュー
ターやプロジェクターに振動や強い衝
撃を与えないでください。また、コン
ピューターやプロジェクターの電源を
切ったり、“メモリースティック”を取
りはずしたりしないでください。デー
タが破壊されることがあります。

商標について

･ Microsoft および PowerPoint は米国
Microsoft Corporation の米国および
その他の国における登録商標または、
商標です。
･ Adobe、 PhotoshopはAdobe Systems 
Incorporated （アドビシステムズ社）
の商標です。
･ コンパクトフラッシュは米国
SanDisk 社の商標です。
･ VAIO はソニー株式会社の商標です。
･“Memory Stick”（“メモリースティッ
ク”）および  は、ソニー株式会
社の商標です。
･“Memory Stick Duo”（“メモリース
ティック デュオ”）および 

 は、ソニー株式会社
の商標です。
･“Memory Stick PRO”（“メモリース
ティック PRO”）および 

 は、ソニー株式会社
の商標です。
･“Memory Stick PRO Duo”（“メモ
リースティック PRO デュオ”）およ
び  は、ソニー株
式会社の商標です。
･“Memory Stick-ROM”（“メモリース
ティック -ROM”）および 

 は、ソニー株式会社
の商標です。
･“MagicGate Memory Stick”（“マジッ
クゲート メモリースティック”）は、
ソニー株式会社の商標です。
･“MagicGate”（“マジックゲート”）お
よび  は、ソニー株式会社
の商標です。
“メモリースティック”について
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B 準備する

“メモリースティッ
ク”を使う
“メモリースティック”をプロジェク
ターのメモリースティック スロットに
「カチッ」と音がするまで挿入します。

VPL-CX86

VPL-CX76

･“メモリースティック”は gの方向に正
しく入れてください。
･“メモリースティック”をワイヤレス
LANカードスロットには挿入しないで
ください。
･ コンパクトフラッシュスロットに対応
したメモリースティック デュオ アダプ
ターを使用しても、ワイヤレス LAN
カードスロットで“メモリースティッ
ク”を使用することはできません。
･ 本機では Projector Station for 

Presentation からメモリースティック 
スロットに挿入された“メモリース
ティック”にはアクセスできません。

“メモリースティック”を取り出すには
アクセスランプが点灯していないこと
を確認してから“メモリースティック”
を奥まで押し込みます。いったん手を
離すと“メモリースティック”が少し
出ますので、“メモリースティック”を
引き抜いてください。

ご注意

矢印の方向から
入れる。

“メモリース
ティック”

アクセスランプ “メモリースティック”

アクセスランプ
11“メモリースティック”を使う
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Memory Stick
ホームの操作方法
入力を“メモリースティック”にした
ときの初期画面をMemory Stick ホー
ムと言い、ビューワーの選択などイベ
ントの設定と実行、オートランやス
タートアップなどの設定、“メモリース
ティック”のフォーマットなどを行い
ます。キー操作は下部に出るガイド表
示を参照してください。設定にはリモ
コンまたはコントロールパネルをお使
いください。
選択された項目はバーが黄色になりま
す。

◆操作について詳しくは、各項目の説明を
ご覧ください。

1 （“メモリースティック”）
キーを押す。
Memory Stick ホームが表示されま
す。

2 Mまたはmキーを押して項目を選
び、ENTERキーを押す。

3 Mまたはmキーを押して設定した
い項目を選び、ENTERキーを押
す。

選ばれたコンテンツ
のタイトルまたは
フォルダ名

Memory Stick ホームのマーク

選ばれたコンテンツの
一枚目の画像ファイル
Memory Stick ホームの操作方法
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B スライドを見る

プレゼンテーション
資料を表示する
－プレゼンテーション
ビューワー
Projector Station for Presentation を
使ってMicrosoft PowerPoint などから
作成されたプレゼンテーション資料で
スライドショーを行うことができます。

◆Projector Station for Presentation の説明
については、CD-ROM内のヘルプをご覧
ください。

1 キーを押して、Memory 
Stick ホームを表示する。

2「選択」を選び、ENTERキーを押
す。
ドロップダウンリストが表示されま
す。

3「プレゼンテーションビューワー」
を選び、ENTERキーを押す。

4「フォルダ選択」を選び、ENTER
キーを押す。
フォルダ選択メニューが表示されま
す。

複数の JPEGファイルをまとめた
フォルダーをコンテンツと呼び、プ
レゼンテーションビューワーでは、
コンテンツ単位で選択を行ないま
す。
ただし、この場合のコンテンツとは
プレゼンテーション資料を指しま
す。
表示されているコンテンツ以外のコ
ンテンツを選択する場合は、,

キーを押してフォルダ選択メニュー
のスライダーを選び、mまたはM

キーを押します。３つのコンテンツ
単位（ページ単位）で次のコンテン
ツが表示されます。

5 プレゼンテーションしたいコンテ
ンツを選び、ENTERキーを押
す。
13プレゼンテーション資料を表示する －プレゼンテーションビューワー
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選択したプレゼンテーション資料の
タイトル名と一枚目の画像ファイル
が表示されます。

6「スライドショー」を選び、
ENTERキーを押す。

7「スタート」を選び、ENTERキー
を押す。

スライドショーを実行するときは
Projector Station for Presentation でプ
レゼンテーション資料を作成する際に
スライドショーの設定を「自動」に設
定すると、設定に従って自動的にスラ
イドが送られます。スライドショーを
終わりたいときは、 キーまたは
ENTER キーを押してください。「手
動」に設定してあるときは次のキーを
押してください。
,：スライドを送りたいとき
<：スライドを戻したいとき
：スライドショーを終わりたいと

き

実行せずMemory Stick ホームに戻
るには
「プレゼンテーション資料を表示する」
の手順 6で、スライドショーを実行せ
ずにMemory Stick ホームに戻るには、
「閉じる」を選びます。

「プレゼンテーション資料を表示する」
の手順 1から 5の準備をした後で、入
力を切り換えても設定は記憶されてい
ます。
各設定をした後、スライドショーを始
めたいときにリモコンの キーを押
すと、入力が“メモリースティック”
に切り換わり、もう一度 キーを押
すとスライドショーを始めることがで
きます。終了したいときは、スライド
ショーの設定が「自動」に設定してあ
るときは、 キーまたは ENTER
キーを、「手動」に設定してあるとき
は、 キーを押してください。

画像ファイルを「一枚表示」したり、
「一覧表示」することができます。

1 Memory Stick ホームで「イン
デックス表示」を選び、ENTER
キーを押す。

2 設定したい項目を選び、ENTER
キーを押す。
一枚表示：一枚の画像だけ表示され
る。

一覧表示：コンテンツの中の画像が
サムネイル表示される。

1 Memory Stick ホームで「スライ
ドショー」を選び、ENTERキー
を押す。

スライドショーをすぐに実行する

ファイル表示を切り換える

スライドショーを繰り返す
プレゼンテーション資料を表示する －プレゼンテーションビューワー
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2「繰り返し」を選び、ENTERキー
を押す。
入：スライドショーを繰り返し実行
する。

切：スライドショーを１回のみ実行
する。

一枚表示または一覧表示されているサ
ムネイルの画像から直接スライド
ショーを実行できます。

1 M、m、<または,キーを押し
て、スライドショーを始めたい画
像を選び、ENTERキーを押す。

2 Mまたは mキーを押して、画像設
定メニューの「スライドショー」
を選び、ENTERキーを押す。

オートラン設定したプレゼンテーショ
ン用の資料を“メモリースティック”
に入れ、プロジェクターのメモリース
ティック スロットに挿しただけで、自
動的にチャンネルを“メモリース
ティック”に切り換え、スライド
ショーを始めることができます。

1 Memory Stickホームで選択した
プレゼンテーション資料のタイト
ルを選び、ENTERキーを押す。

2「オートラン」を選び、ENTER
キーを押す。

3 設定したい項目を選び、ENTER
キーを押す。
登録：オートランを設定する。
解除：オートランの設定を解除す
る。

閉じる：オートランの設定をしない
とき。

オートランは、“メモリースティック”
１枚につき 1つのプレゼンテーション
資料のみ設定することができます。
オートラン機能を使うには、「プレゼン
テーションを自動的に始める －オート
ラン」（28 ページ）の設定を「入」に
設定してください。

選択している画像からスライド
ショーを実行する

ファイルのオートラン設定をする

ご注意
15プレゼンテーション資料を表示する －プレゼンテーションビューワー
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画像ファイルを表示
する
－ピクチャービューワー
デジタルカメラなどで撮影したDCF準
拠の JPEG形式の静止画ファイルや
MPEG MOVIE などソニー製品にて記
録されたMPEG1 形式の動画ファイル
でスライドショーを行うことができま
す。

◆画像設定メニュー（インデックス /静止
画全画面）の操作については「画像ファ
イルを操作する」（21 ページ）をご覧くだ
さい。

1 キーを押して、Memory 
Stick ホームを表示する。

2「選択」を選び、ENTERキーを押
す。

ドロップダウンリストが表示されま
す。

3「ピクチャービューワー」を選び、
ENTERキーを押す。
フォルダー内にある画像ファイルの
サムネイルが表示されます。

各画像ファイルの下に次のアイコン
が表示されます。
：プロテクトを設定すると表示
される。
：スタートアップを設定すると表
示される。
：動画アイコン

4「フォルダ選択」を選び、ENTER
キーを押す。
フォルダ選択メニューが表示されま
す。
画像ファイルを表示する －ピクチャービューワー
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現在選ばれているフォルダの中に
含まれているフォルダ

現在のフォルダにある一枚目の画
像ファイル

5 mまたはMキーで現在選ばれてい
るフォルダを選び、,キーを押
してフォルダ選択メニューを選
ぶ。

6 プレゼンテーションしたいフォル
ダを選び ENTERキーを押す。
選択したフォルダのタイトル名と１
枚目の画像ファイルが表示されま
す。
表示されているフォルダ以外のフォ
ルダを選択する場合は、,キーを
押してフォルダ選択メニューのスラ
イダーを選び、mまたは Mキーを
押します。10 個のフォルダ単位

（ページ単位）で次のフォルダが表
示されます。

7 Memory Stick ホームで「スライ
ドショー」を選び、ENTERキー
を押す。

効果：スライドの現れかたを設定す
る。

画面切換：手動か自動を設定する。
時間間隔：静止画ファイルの 1枚の
スライドを表示する時間を設定
する。手動のときは働きませ
ん。時間は目安です。

繰り返し：1 回のみ実行するか、繰
り返し実行するかを設定する。

8 各項目を選び、ENTERキーを押
す。

9 設定をしてENTERキーを押す。

10「スタート」を選び、ENTERキー
を押す。

スライドショーを実行するときは
スライドショーの「画面切換」の項目
を「自動」に設定してあるときは、設
定に従って自動的にスライドが送られ
ます。動画ファイルへスライドされる
と、動画が自動的に再生され、終了す
ると次のスライドへ送られます。スラ

現在選ばれているフォルダ

1つ上の階層へ
17画像ファイルを表示する －ピクチャービューワー
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イドショーを終わりたいときは、
キーまたはENTERキーを押して

ください。「手動」に設定してあるとき
は次のキーを押してください。
,：スライドを送りたいとき
<：スライドを戻したいとき
：スライドショーを終わりたいと

き

◆「画面切換」の項目を「手動」に設定した
場合は、動画ファイルは再生されずに１
コマだけ表示され、,キーを押すと次の
スライドへ送られます。動画を再生する
には、「動画ファイルを表示する」（19
ページ）をご覧ください。

実行せずMemory Stick ホームに戻
るには
「画像ファイルを表示する －ピク
チャービューワー」（16 ページ）の手
順 10で、スライドショーを実行せずに
Memory Stick ホームに戻るには、「閉
じる」を選びます。

一覧表示されているサムネイル（イン
デックス画面）の画像から直接スライ
ドショーを実行できます。

1 M、m、<または,キーを押し
て、スライドショーを始めたい画
像を選び、ENTERキーを押す。

2 Mまたは mキーを押して、画像設
定メニューの「スライドショー」
を選び、ENTERキーを押す。

1 サムネイル画面で画像ファイルを
選び、ENTERキーを押す。

2「全画面」を選んで ENTERキーを
押す。
選んだ 1枚が大きく表示されます。

全画面表示にした画像ファイルからス
ライドショーを実行するときは
次のキーを押してください。
,：スライドを送る（最後の画像ファ
イルで止まる）

<：スライドを戻す（最初の画像ファ
イルで止まる）
：Memory Stick ホームに戻る

「画像ファイルを表示する」の 1から 9

の準備をした後で、入力を切り換えて
も設定は記憶されています。
各設定をした後、スライドショーを始
めたいときにリモコンの キーを押
すと、入力が“メモリースティック”
に切り換わり、もう一度 キーを押
すとスライドショーを始めることがで
きます。終了したいときは、「画面切
換」の項目が「自動」に設定してある

選択している画像からスライド
ショーを実行する

全画面表示する

スライドショーをすぐに実行する
画像ファイルを表示する －ピクチャービューワー
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ときは、 キーまたは ENTERキー
を、「手動」に設定してあるときは

キーを押してください。

スライドショーの「画面切換」の項目
を「手動」に設定したときには、ムー
ビープレーヤーを表示して動画ファイ
ルを再生します。また、サムネイル表
示されている動画ファイルを選んで動
画の再生をすることもできます。

･ 本機では、ソニー製品にて記録された
以下のMPEG1 形式のファイルを再生
することができます。（ごく稀にコマ落
ちすることがあります。）
MEPG MOVIE  AD/EX/HQ/HQX/
CV、VAIO Gigapocket の MEPG1（ビ
デオ CD 相当）
･ ムービープレーヤーは、スライド
ショーの画面切換の項目を「自動」に
設定した場合は表示されません。

1「画像ファイルを表示するーピク
チャービューワー」の手順1-7
を行う。

2 スライドショー設定メニューの
「画面切換」で「手動」を選ぶ。

3 ENTERキーを押す。

4「スタート」を選び、ENTERキー
を押す。

スライドショーを実行するときは
次のキーを押してください。
,：スライドを送りたいとき
<：スライドを戻したいとき
：スライドショーを終わりたいと

き
<または,キーを押して動画ファイル
にスライドされるとムービープレー
ヤーが表示されます。ムービープレー
ヤーの操作のしかたは以下をご覧くだ
さい。

[ ムービープレーヤー ]

N（再生 /一時停止）：再生するとき。
再生中は、X（一時停止）表示に変
わります。

x（停止）：再生を停止するとき。
全画面：画面いっぱいに大きくしたサ
イズで再生するとき。

メニュー：画像設定メニュー（イン
デックス）を表示するとき。

ガイド表示
<「前へ」：動画停止中にスライドを
戻すとき。再生中は、<「巻戻し」
表示に変わります。

動画ファイルを表示する

ご注意
19画像ファイルを表示する －ピクチャービューワー
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,「次へ」：動画停止中スライドを送
るとき。再生中は、,「早送り」表示
に変わります。

動画を再生するには
「N」を押す。
再生が始まります。再生が終了すると、
動画ファイルの始めに戻り停止します。
再生中に停止したいときは、mキーを
押してxを選び、ENTERキーを押し
ます。

全画面再生するには
「全画面」を選び、ENTERキーを押
す。
動画が画面いっぱいに大きく表示され、
自動的に再生が始まります。再生中に
M、m、<、,キーまたは ENTER
キーを押すと、ムービープレーヤーが
再表示されます。

画像サイズが小さい場合、「全画面」を選
んでも画面いっぱいには表示されません。

実行せずMemory Stick ホームに戻
るには
「戻る」を選びます。

「動画ファイルを表示する」の手順 1か
ら 3の準備をした後で、入力を切り換
えても設定は記憶されています。
各設定をした後、スライドショーを始
めたいときにリモコンの キーを押
すと、入力が“メモリースティック”
に切り換わり、もう一度 キーを押
すとスライドショーを始めることがで

きます。終了したいときは、 キー
を押してください。

サムネイル表示から動画の全画面再生
をするには

1 動画ファイルを選び、ENTER
キーを押す。
画像設定メニュー（インデックス）
画面 （動画）（22 ページ参照）が表
示されます。

2「ムービープレーヤー」を選び、
ENTERキーを押す。
ムービープレーヤーが表示されま
す。

3「全画面」を選び、ENTERキーを
押す。
自動的に再生が始まります。

動画ファイルを操作するには
「ムービープレーヤー」の「メニュー」
を選び、ENTERキーを押す。
画像設定メニューが表示され、動画
ファイルの情報を表示 /非表示にした
り、音声を切り換えたり、大切なファ
イルを保護したり、ファイルを削除し
たりすることができます。

◆画像設定メニュー（インデックス）の操
作については「画像ファイルを操作する」
（21 ページ）をご覧ください。

ご注意

スライドショーをすぐに実行する
画像ファイルを表示する －ピクチャービューワー
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B ファイルを設定・表示する

画像ファイルを操作
する
画像ファイルを操作するには画像設定
メニュー（22 ～ 23 ページ参照）を表
示して操作します。

プレゼンテーションビューワー時

コンテンツを一枚表示または一覧表示
してサムネイルを選び、ENTERキー
を押すと画像設定メニューが表示され、
スライドショーを実行または全画面表
示することができます。
また、全画面表示中にENTERキーを
押すと画像設定メニューが表示され、
画像情報を表示 /非表示することがで
きます。

ピクチャービューワー時

選択する画像ファイル（静止画 /動画）
によって、操作できる内容が異なりま
す。

インデックス表示でサムネイルを選
んだとき

サムネイルを選びENTERキーを押す
と、画像設定メニューが表示され以下
の操作ができます。
画像ファイルを全画面表示する、スラ
イドショーを実行する、大切な画像
ファイルを保護する、表示画面を回転
させる（静止画のみ）、スタートアップ
時の画像ファイルを登録する（静止画
のみ）、画像ファイルを削除する。

静止画ファイル全画面を選んだとき

静止画全画面表示中に ENTERキーを
押すと、画像設定メニューが表示され
以下の操作ができます。
画像ファイルの情報を表示 /非表示す
る、大切な画像ファイルを保護する、
表示画面を回転させる、スタートアッ
プ時の画像ファイルを登録する、画像
ファイルを削除する。

動画ファイル（ムービープレーヤー）
を選んだとき

「メニュー」を選ぶと画像設定メニュー
が表示され、以下の操作ができます。
動画ファイルの画像情報を表示 /非表
示する、音声を切り換える、大切な動
画ファイルを保護する、動画ファイル
を削除する。

◆画像設定メニュー（インデックス）の操
作について詳しくは、各項目の説明をご
覧ください。

動画の音声が以下の状態で記録されてい
る場合は、この切り換えはできません。
･ オーディオサンプリングレートが無効
のとき
･ オーディオ記録モードがモノラルのと
き
･ オーディオ記録モードが無効のとき

ご注意
21画像ファイルを操作する
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画像設定メニュー（インデックス）
画面 （静止画）

サムネイル表示された画像を選ぶとき
は、M、m、<または,キーを押し
ます。
画像ファイルが 16 枚以上あるときは、
下段の画像に移動し mキーを押すか、
右側の画像に移動し,キーを押して
スライダーを選び、mキーを押すと他
の画像ファイルを表示することができ
ます。画像設定画面（インデックス）
で キーを押すと、選んだ画像ファ
イルからスライドショーが始まります。

画像設定メニュー（インデックス）
画面 （動画）

画像設定
（インデックス）
メニュー

ピクチャー
ビューワーの
とき表示されるプロテクトを設定

すると表示される

スタートアップを
設定すると表示される

コンテンツ内の
順番

コンテンツ内の
総枚数

解像度 日時

ファイル名と
保存形式

画像設定
（インデックス）
メニュー

動画ファイルに
表示される

プロテクトを設定
すると表示される

コンテンツ内の
順番

コンテンツ内の
総枚数

解像度 日時

ファイル名と
保存形式
画像ファイルを操作する
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る

画像設定メニュー（全画面）画面 
（静止画）

複数の画像ファイルがあるときは、,

キーを押すと次にある画像ファイルを
表示することができます。画像設定画
面（静止画全画面）で キーを押す
と、Memory Stick ホームに戻ります。

ムービープレーヤー

コンテンツ内の順番／
コンテンツ内の総枚数

ピクチャービューワー
のとき表示される

プロテクトを設定
すると表示される

スタートアップを設定
すると表示される

解像度 日時

ファイル名と
保存形式

コンテンツ内の順番／
コンテンツ内の総枚数

動画アイコン

プロテクトを設定
すると表示される

解像度 日時

ファイル名と
保存形式
23画像ファイルを操作する
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消したくない画像ファイルを選び、「プ
ロテクト」を「入」または「全画像入」
に設定します。プロテクトマークがサ
ムネイル表示の下に表示されます。

回転したい画像ファイルを選び、「回
転」の方向を選択します。ENTER
キーを押すごとに 90°ずつ回転しま
す。

プロテクトが設定されている画像ファイ
ルは、回転させることはできません。

プロジェクターの電源を入れたときに
表示される“メモリースティック”内
の画像ファイルを登録することができ
ます。
「スタートアップ」を「登録」に設定し
ます。「登録」に設定するとスタート
アップマークがサムネイルの下に表示
されます。
登録した画像ファイルをスタートアッ
プ画面として使いたいときは、設定画
面の「スタートアップ」を「カスタム」
に設定してください（29 ページ参照）。

スタートアップの登録を解除するに
は

1 一覧表示されているサムネイルか
ら画像設定メニュー（静止画）を

表示し、「スタートアップ」を選
び、ENTERキーを押す。

2 Mまたは mキーを押して「解除」
を選び、ENTERキーを押す。

「カスタム」の設定は“メモリースティッ
ク”に登録されますので、登録した画像
ファイルをスタートアップ画面に使いた
いときは、プロジェクターの電源を入れ
る前に“メモリースティック”を入れて
ください。

選択した画像ファイルまたは、選んだ
コンテンツの画像ファイルすべてを削
除することができます。

1「削除」を選び、ENTERキーを押
す。

2 項目を選び、「選択されている
ファイルを削除します。よろしい
ですか？」または「全てのファイ
ルを削除します。よろしいです
か？」が表示されたら「はい」を
選び、ENTERキーを押す。
全画像： 選んだコンテンツの画像
ファイルをすべて削除するとき

選択画像： 選択した画像ファイルを
削除するとき

閉じる： 画像ファイルを削除しない
とき

プロテクトが設定されている画像ファイ
ルは削除することはできません。

大切な画像ファイルを保護する

表示画面を回転させる

ご注意

スタートアップ時の画像ファイル
を登録する

ご注意

画像ファイルを削除する

ご注意
画像ファイルを操作する
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画像ファイルを選び、全画面（静止画）
の画像設定メニューまたはムービープ
レーヤーにある「メニュー」内の「情
報」を選んでENTERキーを押し、情
報を表示したいときは「入」に設定し
ます。画像ファイルの情報が画面の下
に表示されます。情報を表示したくな
いときは、「切」に設定します。
プレゼンテーションビューワーを選ん
だ場合は、画像ファイルの番号とサイ
ズ（解像度）、ピクチャービューワーを
選んだ場合は、画像ファイルの番号、
サイズ（解像度）、ファイル（ファイル
形式）、日時（撮影日時）が表示されま
す。

パソコンで加工した画像は、撮影日時で
はなく、更新した日時が表示される場合
があります。

1 動画ファイルを選び、ENTER
キーを押す。

2「ムービープレーヤー」を選び、
ENTERキーを押す。

3「メニュー」を選び、ENTERキー
を押す。

4「音声切換」を選び、ENTERキー
を押す。
左／右：左右両方の音声が聞こえま
す。

左：左音声が聞こえます。

右：右音声が聞こえます。

動画の音声が以下の状態で記録されてい
る場合は、この切り換えはできません。
･ オーディオサンプリングレートが無効
のとき
･ オーディオ記録モードがモノラルのと
き
･ オーディオ記録モードが無効のとき

フォルダーの中の画像ファイルを、名
前順（昇順 /降順）または更新日時順
（昇順 /降順）に並び替えることができ
ます。

1 Memory Stick ホームを表示し
「オプション」を選び、ENTER
キーを押す。

2「ファイル」を選び、,キーまた
は ENTERキーを押す。

3「並び替え」を選び、ENTERキー
を押す。

4 設定したい項目を選び、ENTER
キーを押す。

･ パソコンで加工した画像は、表示され
る日時（撮影日時）と更新日時は異な
る場合があります。
･「デジタルカメラモード」が「入」に設
定されていると、「並び替え」を行うこ
とができません。「デジタルカメラモー
ド」については「デジタルカメラで
撮った画像ファイルのみ表示する」（27
ページ）をご覧ください。

画像ファイルの情報を表示 /非表
示する

ご注意

動画の音声を切り換える

ご注意

画像ファイルをソートする

ご注意
25画像ファイルを操作する
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フォルダーの中の静止画ファイルだけ
表示したり、動画ファイルだけ表示す
ることができます。

1 Memory Stick ホームを表示し
「オプション」を選び、ENTER
キーを押す。

2「ファイル」を選び、,キーまた
は ENTERキーを押す。

3「フィルタ」を選び、ENTERキー
を押す。

4 設定したい項目を選び、ENTER
キーを押す。
静止画：静止画のみ表示するとき。
動画：動画のみ表示するとき。
切：フィルタをかけずに全てのファ
イルを表示するとき。

「フィルタ」が設定されているときは、
Memory Stick ホームの右下に現在設定さ
れているフィルタ名（「静止画」または
「動画」）が表示されます。

静止画だけ /動画だけ表示する

ご注意
画像ファイルを操作する
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B 便利な機能

デジタルカメラで
撮った画像ファイル
のみ表示する
DCF準拠のデジタルカメラで撮った
JPEG、MPEG1 形式の画像ファイルだ
けを表示することができます。

1 Memory Stick ホームで「フォル
ダ選択」を選び、ENTERキーを
押す。

2「デジタルカメラモード」を選び、
ENTERキーを押す。

3「入」を選び、ENTERキーを押
す。

：関連ファイル（“メモリース
ティック”内に下４桁が同じ
名前を持つファイル）が存在
すると表示されます。

･“メモリースティック”内にデジタルカ
メラで撮った画像ファイルが 4000 枚以
上あるときは、デジタルカメラモード
を選択することはできません。
･ ソニー製デジタルカメラの Voice Memo
（ボイスメモ）機能を使って撮影した場
合は、静止画のみ表示されます。
･ 関連ファイルアイコン（ ）の表示
されているファイルを削除するときは、
関連ファイルも同時に削除されます。

ご注意
27デジタルカメラで撮った画像ファイルのみ表示する
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プレゼンテーション
を自動的に始める
－オートラン
あらかじめ Projector Station for 
Presentation や、「ファイルのオートラ
ン設定をする」（15 ページ）で画像
ファイルにオートランの設定をしてお
くと、“メモリースティック”を入れる
だけで自動的に入力が“メモリース
ティック”に切り換わり、スライド
ショーを始めることができます。

オートラン機能を設定するには

1 Memory Stick ホームを表示し、
「オプション」を選び、ENTER
キーを押す。

2「設定」を選び、,または
ENTERキーを押す。

3「オートラン」を選び、ENTER
キーを押す。

4「入」を選び、ENTERキーを押
す。

オートラン機能を使わないときは
「オートラン」を「切」に設定してくだ
さい。

･ Projector Station for Presentation や、
「ファイルのオートラン設定をする」
（15 ページ）でオートランの設定をして
いないと、Memory Stick ホームでオー
トランを「入」にしてもオートラン機
能を使ってスライドショーを始めるこ
とはできません。
･ JPEG 形式の画像ファイルにオートラン
の機能を使いたいときは、Projector 
Station for Presentation でプレゼンテー
ション資料として作成し、オートラン
の設定をしてください。

ご注意
プレゼンテーションを自動的に始める －オートラン
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電源を入れたときに
任意の画像ファイル
を表示する
－スタートアップ
プロジェクターの電源を入れたとき、
選んでおいた画像ファイルを約 30 秒間
投影することができます。

◆登録した画像ファイルをスタートアップ
ファイルとしてお使いになる場合は、画
像設定メニュー画面で画像ファイルの登
録をしておいてください（24 ページ参
照）。

◆XGA （1024 × 768）よりも大きなサイズ
（解像度）の画像ファイルを登録した場
合、正しくスタートアップ画面が表示で
きない場合があります。

1 Memory Stick ホームを表示し、
「オプション」を選び、ENTER
キーを押す。

2「設定」を選び、,または
ENTERキーを押す。

3「スタートアップ」を選び、
ENTERキーを押す。

4 スタートアップ画面として使う項
目を選び、ENTERキーを押す。
オリジナル：プロジェクターにあら
かじめ登録してある画像ファイ
ルを使うとき。オリジナル画像
は変更することはできません。

カスタム：画像設定メニュー画面で
登録した“メモリースティッ
ク”内の画像ファイルを使うと
き。

切：スタートアップ画面を設定しな
いとき。

･「カスタム」に設定して使うときは、ス
タートアップの登録をしてある画像
ファイルが入った“メモリースティッ
ク”をプロジェクターに入れてから電
源を入れてください。
･ スタートアップは、“メモリースティッ
ク”1 枚につき 1つだけ登録することが
できます。

ご注意
29電源を入れたときに任意の画像ファイルを表示する －スタートアップ
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B“メモリースティック”を操作する

“メモリースティッ
ク”の情報を見る
使用している“メモリースティック”
のタイプ、全容量、使用容量などを表
示することができます。またMemory 
Stick ホームの右下に表示されている
“メモリースティック”の残量表示で、
“メモリースティック”使用状態を確認
することができます。

1 Memory Stick ホームを表示し、
「オプション」を選び、ENTER
キーを押す。

2「“メモリースティック”」を選ぶ。
使用している“メモリースティッ
ク”の情報が表示されます。

Memory Stick ホームに戻るときは
「閉じる」を選びます。

“メモリースティッ
ク”をフォーマットす
る
“メモリースティック”が使用できない
ときは、本機でフォーマット（初期化）
してください。
フォーマットすると“メモリース
ティック”に記録してあるデータはす
べて削除されますのでご注意ください。

1 Memory Stick ホームを表示し、
「オプション」を選び、ENTER
キーを押す。

2「“メモリースティック”」を選び、
,または ENTERキーを押す。

3 ENTERキーを押す。

4「全てのファイルを削除します。
よろしいですか？」が表示された
ら「はい」を選び、ENTERキー
を押す。
フォーマットを開始します。

フォーマットしないでMemory Stick
ホームに戻るときは
「閉じる」を選びます。
“メモリースティック”の情報を見る / “メモリースティック”をフォーマットする



“
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･ フォーマットを実行するとプロテクト
をかけてある画像ファイルもすべて削
除されます。
･ 誤消去防止ツマミが「LOCK」されてい
る場合、フォーマットを実行しようと
すると「“メモリースティック”がロッ
クされています。」というメッセージが
表示されます。
･ フォーマット中はMemory Stick ホーム
のキー操作はできません。

ご注意
31“メモリースティック”をフォーマットする
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B その他

故障かな？と思ったら
修理に出す前に、もう一度次の点検をしてください。
以下の対処を行っても直らない場合は、お買い上げ店にお問い合わせください。

症状 原因と対処
“メモリースティック”が挿
入できない。または奥まで
挿入できない。

･“メモリースティック”の向きが逆になっている。
c“メモリースティック”向きを確認し矢印の方向に入
れてください。

保存ができない。 ･ すでにメモリー容量いっぱいに保存している。
c不要なファイルを消去してください。
･“メモリースティック”の誤消去防止ツマミが
「LOCK」になっている。
c「LOCK」を解除してください。

ファイルを消去できない。 ･“メモリースティック”の誤消去防止ツマミが
「LOCK」になっている。
c「LOCK」を解除してください。
･ ファイルがプロテクトされている。

c画像設定メニュー画面でプロテクトを解除してくだ
さい。

全消去が実行できない。 ･“メモリースティック”の誤消去防止ツマミが
「LOCK」になっている。
c「LOCK」を解除してください。
･ ファイルがプロテクトされている。

c画像設定メニュー画面でプロテクトを解除してくだ
さい。

フォーマットが実行できな
い。

･“メモリースティック”の誤消去防止ツマミが
「LOCK」になっている。
c「LOCK」を解除してください。
･“メモリースティック”がこわれている。

c別の“メモリースティック”をご使用ください。
Projector Station for 
Presentation からプロジェ
クター本体のメモリース
ティック スロットに挿入さ
れた“メモリースティック”
にアクセスできない。

･ 本機では対応していません。
cコンピューターのメモリースティック スロットや
“メモリースティック”用の外付け USB 機器やアダ
プターを使用して“メモリースティック”にアクセ
スしてください。
故障かな？と思ったら
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画面表示について

下記の表示が出た場合は、Projector Station for Presentation でプレゼンテーション
資料を作り直してください。

“メモリースティック”に保
存されている JPEG 形式の
静止画ファイルが表示でき
ない。

･「オプション」メニューで「フィルター」が設定されて
いる。 
c「フィルター」を「静止画」または「切」に設定して
ください。

“メモリースティック”に保
存されているMPEG1 形式
の動画ファイルが表示でき
ない。

･「オプション」メニューで「フィルター」が設定されて
いる。
c「フィルター」を「動画」または「切」に設定してく
ださい。

画像が投影されず また
は マークが表示される。

･ DCF 準拠のファイルではない。
cProjector Station for Presentationで資料を作成してく
ださい。

動画再生時に画像や音が途
切れることがある。

･ 故障ではありません。
c本機で再生できる動画ファイルの形式については 19
ページをご覧ください。

動画の全画面再生中に画面
の上下に黒い帯が見える。

･ プロジェクター本体側のメニューで「ワイドモード」
の設定が「入」になっている可能性がある。
c「ワイドモード」の設定については、別冊のプロジェ
クター本体の取扱説明書をご覧ください。

症状 原因と対処

対応できない JPEG 形式またはMPEG 形式。

サムネイルはあるが、DCF準拠ではない。

指定されている画像ファイルがない。

画像ファイルはあるが、サムネイルがこわれている。

画像ファイルがこわれている。
33故障かな？と思ったら
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“メモリースティック”使用中の警告メッセージについて

メッセージ 原因と対処
“メモリースティック”があ
りません。

c“メモリースティック”をメモリースティック スロッ
トに正しく挿入してください。

表示できるファイルがあり
ません。

cプレゼンテーション資料が存在しません。
cデジタルカメラモード時に、DCF 準拠の画像ファイ
ルが存在しません。

このフォルダには表示でき
るファイルがありません。

c現在選ばれているフォルダ内に画像ファイルが存在
しません。

このフォルダには表示でき
る動画ファイルがありませ
ん。

c「オプション」メニューの「フィルタ」設定が「動
画」になっていますが、現在選ばれているフォルダ
内に動画ファイルが存在しません。

このフォルダには表示でき
る静止画ファイルがありま
せん。

c「オプション」メニューの「フィルタ」設定が「静止
画」になっていますが、現在選ばれているフォルダ
内に静止画ファイルが存在しません。

再生できるファイルがあり
ません。

c現在選ばれているフォルダ内に画像ファイルが存在
しないときに、 キーによりスライドショーを開
始することはできません。

再生できません。 c動画ファイルの画像データが壊れています。
“メモリースティック”が
ロックされています。

c“メモリースティック”の誤消去防止スイッチが
「LOCK」になっています。
解除してください。

“メモリースティック”エ
ラー

c“メモリースティック”が壊れています。
c“メモリースティック”の端子部が汚れています。
c“メモリースティック”（メモリーセレクト機能付）
のメモリーセレクトスイッチの切り換えが不充分で
す。

“メモリースティック”タイ
プエラー

c本機では対応していない、または使用できない“メ
モリースティック”です。

フォーマットが必要です。 c“メモリースティック”が正しくフォーマットされて
いません。フォーマットし直してください。

cフォーマットが失敗したときにも表示されます。
ファイルエラー c現在選ばれているフォルダ名が正しくありません。

cフォルダ選択メニュー画面で、「/」を含めて半角 66
文字以内の名前にしてください。

読み出し専用の“メモリー
スティック”です。

cあらかじめデータが記録されている、読み出し専用
の“メモリースティック”が挿入されています。
データの記録や消去はできません。
故障かな？と思ったら



そ
の
他

アクセスは禁止されていま
す。

c他機でアクセスコントロールをかけている“メモ
リースティック”が挿入されています。
データの読み書きはできません。読み書きするには、
アクセスコントロールをかけた機器で解除してくだ
さい。

メッセージ 原因と対処
35故障かな？と思ったら



製品ご相談窓口のご案内
【プロジェクターの技術相談窓口】

製品の品質には万全を期しておりますが、万一本機のご使用中に、正常に動作
しないなどの不具合が生じた場合は、上記の『テクニカルインフォメーション
センター』までご連絡ください。修理に関する御案内をさせていただきます。

テクニカルインフォメーションセンター
電話番号：0586-25-6170

（電話のおかけ間違いにご注意下さい）
受付時間：月～金曜日　午前 9時～午後 8時

土日、祝日　午前 9時～午後 5時
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